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動物と私

・・・園田・・・・・・E・uι岡・・・・・・IU.ι.＿＿

石漬恒夫

サクラの名所のひと

つだったらしく、医l内

は満開の人出だった。

母に連れられてきたの

に、ふと気がつくと手

をひいて歩いてくれて

いるのは、まったく売

も知らない小母 さんだ

った。花と動物たちの

陽気につい誘われて、そのひとも自分の子供の手だ、

と思っていたらしい。これが幼ない臼のいちばん鮮

やかな天王寺動物園の記憶だ。帝塚山の幼稚園へは

いる前後、昭和のはじめのころであり、新世界の通

天閣を見あげると空中電車、ロープウ ェイが浮んで

動いていたように忠、ったが、これはとっくになくな

っていて、議れかおとなから開いての、幼ない憧れ

の空想、による錯覚だろう。大阪南郊の住吉大社近く

で生れ育ったのだから、その後も馴染みはふかしも

ちろんナプキンを胸前に垂れ結んだチンパンジ一、リ

タ嬢の洋風食事姿や、三輪車乗りも知っており、早速

にも同年の従妹の紳名は、それに決まった。旧制の

府立天王寺中学生時代には友人たちと通って、マン

トヒヒの雄の自慰行為をおもしろがって、ふしぎな

もののよ うに眺めている。北畠にあった旧制大阪高

等学校の一年生といえば昭和14年だが、もうシーズ

ン ・オフの秩のおわり、野球部のバッテリ ーだった

上級生ふたりと、新世界をぶらついて通天閣の展望

台から見おろして、いこか、閉固まぎわで人影もすく
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なかったが、 トラの鑑では飼育係りが仰を与えてい

た。皮を剥しミだまま赤徽の、まる ごとのウサギであ

り、むしゃぶりついた トラの歯がかみ くだく肋骨の

音がし た。僚のツル梅雨空へ晴き昨きかわす、こん

な俳句も校友会雑誌に載せているから、そののちも

ときおり訪れており、骨といえば円内の広場の隔に、

錆びた針 ガネでつないで組みあわされ、白〈枯れた

木製でもあるかのよう に横たわっていたナガスクジ

ラの、古びた骨格標本がなぜか懐しい。船場育 ちの

父からだろうか、あれはもと内本町の博物場の動物慌

のあたり、 東横堀川畔にあったものだと、 聞いてい

たからかもしれない，学徒兵としての敗戦復員後、

やたらにプタやヒツジやニワ トリや、家畜の群れが

多かった風景も知っているが、 夜ごと園内に忍びこ

んでは、小鳥たちを盗んで自分の部屋で飼っていた

という青年の新聞記事も、ことの菩惑はともかくも、

ふっと忘れがたい。深夜、ペ リカンたちは認をひろ

げで、求愛の踊りを舞 うという。昭和20年代から30

年代にかけて、ラジオの放送童話を 150篇ばかり書

いた。動物が主人公のものばかり集めて、メルヘン

動物園、と題して 3ti号本の童話集にもなっているが、

そのペ リカンたちの深夜の舞踏会も童話化して、こ

れはタレントの末広真季子の絵で、絵本にもな って

いる。集中にある柵から剥みでていた段鳥の尻羽根

を抜きそこねて、とたんにふりかえりざま跳びかか

ってきた舵鳥の怒りの話は、実のところ、少年時の

天王寺動物閣における体験のひとつなのだ。 もし柵

がなかったら 、 たぶん蹴草~されていたろう、 ごめん

なさい、いま白1犬しておく。一一←ー

（作家）

表紙の写真説明

“イエガラス”

(Corvus splendens) 

インド、スリランカからタ イにかけて分布す

るカラスで、その名のとおり人間の住む近辺で

生活しています。

（撮影：薮里子幸司）
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動助国クラフ
今年も 1月 14日 の 3つ 子 の ト カ ラ ヤ ギ の出

生から出産シーズンが幕を開けました。 やは

り出産のピークは 4月から 6月にかけてです

が、今年は待望の 日本初のワライカワセミを

宇刀めオランウータン、／、 イ イ ロカンカソレーと

沢山の赤ん坊がその可愛いらしい姿で入国さ

れたお客さんの目を楽しませています。 ここ

にそ の一部をご披露します。

（撮影 ：野口秀高）

オランウータン
4月27日に生れた男の子です。お母さんのオ
ツパイが出なかったので人工晴育で元気に育
っています。

6・7月の動物園日記

6 I 11. キヨンが1頭生まれました。

6 I 13. s月10日にふ化したワライカワセミのヒナ

が巣立ちました。

6 I 14. 卜ラのオス“ぺーター”が血液の混った胃

内容物lを吐いたので、さ っそく 治療を始め

ました。

6 I 15.第14回動物のお話とスライドの会 「チンパ

ンジー ・リγキーの一年」を行ないました

6 I 16. クロサイ舎 ・タスマニアデビル会 ・7 レー

パク舎の消毒 を行ないました。

アカオザルが上腕音IIに裂傷をうけたので、

4 

，~－ ’司’‘＿，.，.r-.::.::.造、
I Tーバリシープ 今年も4顕の赤ん坊
が育っています。ここに写っているのは3月
26日生れのオスとメスの双子です。

キヨン 当園のシカの中では最も小型のシ
カです。この赤ちゃんは7月6臼に生まれま
した。

治療し隔離しました。

6 I 17.キンカジューが交尾しました。

• ~. 

ライ オン全 8頭にワクチン接種を行ないま

した。

昨年 6月生まれのカリフォルニアアシカの

離乳のため、魚への餌付けを始めました。

6 I 18. 夜行性動物舎の冷房を開始しました。

6 I 19. カリフォルニアア シカが1頭生まれました。

6 I 20.ボランティアー ・サマースクール研修会の

第 1日目が行なわれました。

キーウイ ・ハリモグラ ・ハリネズミのf本重

測定をfrないました。

6 I 23. トラ全 5頭にワ クチンを後極しました。

J 

ニホンジカ 7月15日現在、3頭の仔が生
まれています。この仔は一番最初に生まれた
6月6日生れのオスですが、これからもっと
弟や妹か’生まれることでしょう。

6 I 24. 7J<禽放養舎の巣台上にいる本年ふ化のシュ

パシコウのヒナ10羽に個体識別用の脚帯を

装着しました。

グラントシマウマの“レディ”の出産が近

いようで、乳房の腫脹がかなり 目立ってき

ました。

フサオマキザJレが1頭生まれました。

6 I 25.リュウキュウイノシシが5頭生まれました。

6 I 26.定例飼育研究会 が開かれました。

6 I 27.アオノ〈ズクを 13J3Ji呆~~しました。

今月19日に生まれたカリフォルニアアシカの

体重測定を行ないました。体重は7.5kgで、した。

6 I 28.カラカルグ〉メスが左前足に裂傷を負ったの

5 

リュウキュウイノ シシ 今回が4回目
の出産です。オス 1、メス4の計5頭の赤ん
坊達が元気一杯舎内を駆け回っています。

ニホンザル 例年、沢山の赤ちやんで賑や
かなニホンザルのサル山ですが、今年も5頭
生まれました。この2頭は4月7臼と28臼生
まれでとても仲良しです。

カリ フオルニアアシカ 今年は 3頭生
れました。6月6日生れのこの仔はまだ水泳
見習い中です。

で治療を始めました。

6 I 29. マナヅルが、今季2回目の産卵に入りました。

ボラ ンテ ィアー・ サマ スクール研修会の

第 2日目が行なわれました。

6 I 30. オランウータンの子の体重が4kgをこえました。

7 I z .マナヅルが2卵白 を産卵 しま した。

7 I 3.元気を回復した保護側体のヨタカとムクド

リを金剛山にで放鳥しました。

7 I 4.ニホンジカにメスの子が生まれました。

7 I s.カリフォルニアアシカの若オスが、 ポスの

オスに追われ裂傷を負ったので、 麻酔をし

た上で治療を行ない、日lj舎 に隔離しました。

7 I 6 .キヨンが1頭生まれま した。



暑い夏をのりきる／ノ

女団 羽 信 窃 ＠ 昌 吉ヘ＠） (illw食

？，＇；！，＿度計も連 日30℃を越す真1'l:日が続く此頃ですが、

皆さんの体の調子はいかがでし ょうか。 さで、この

若ーい夏を動物屋lの動物はどのように してのりきろう

としているのか、今回は彼らの著さの対策方法をご

事召ず「しましょう。

置 さから身を守る方法としては 大きく分ける と

3つあると思います。 まず1つは、体内に熱が

こもらないように保in"ll効果のあるものを除いてしま

う方法、つまり我々 人聞が毛糸のセーターをぬい

で半袖 シャツになるようなものと考えられたらよ

いでしょう。 2つめはf本のf士k1Lみをいかしてf本？liii.の

上昇を抑える方法、人間の場合、汗をかくことがこ

れにあてはまるでしょうか。 3つめは涼しい環境に

身を置く方法、すなわち我々がク ーラーの効しミた部

屋ですごすようなものです。この 3とおりの方法に

ついて、動物国でのいくつかの動物を例にとって説

明しま しょう。

画 ！？第一州町もらないよう lこする方法ですが、

l三こ」H甫乳類の場合、その特徴の 1つとして体表面は

毛でおおわれています。この毛の役割の 1つは体の

熱をのがさないことにあるわけですから、冬はまだ

しも夏には熱の放散ということだけを考えれば、無

夏スタイルのフタコブラクダ

用のものともいえましょう。動物は換毛一一一冬の寒

さをしのぐための密生した冬毛を粗雑な短い夏毛に

かえること一一ーにより、人間の衣償えと同様のこと

をしています。身近なイヌやネコが春と秋にな ると

この換毛によ って毛がたくさん抜け変わるのに気が

つかれた方もあると思います。動物園で一番よく 目

につく f列はラクダやノ〈イソンでしょう。なにしろ彼

らときたら、4～6月にかけてヌクヌクした冬毛を

みるみるうちに抜けおとし、 7～9月の問は士也II凡丸

みえの状態に してし まいます。夏向きの涼しト「なス

タイルに一変するのは涼感さえさそいます。

この換毛以外にも見えないところで暑さへの対処

がなされています。それは皮下脂肪の減少です。皮

下脂肪は熱の放散の妨け‘となるだけに、これを減ら

してしまえば｛本内に熱がこもりに くくなるわけです。

夏になると食欲が減退したり油っこいものをきらう

のは、 体内の脂肪を減らすための自然な体の要求と

いえるでbしょう。

~つめの体の仕組みによる方法とは 暑い時には

人間は多量の汗をかきますが、これは汗の気化

熱で体棋の上昇を抑えているわけです。人間は動物

の中でももっともこの汗を分秘する汗械が発達 して

おり、暑い時には 1日に ieをとえる汗を出してい

ます。動物でもウマやヒツジは汗ーをたくさんかくこ

とで知られています。類人猿でも汗腺は全身に分布

しています。 しかしそれら以外の動物では汗腺の発

達が悪く、汗をかくことはほとんどありません。イ

ヌやネコでも足の裏にわずかに汗腺があるだけです。

汗をかかない動物は 2通りの方法で体温の上昇を抑

冬毛におおわれたフタコブラクダ

えています。 1つは体内の熱を直接体外に出してし

まう方法で、 一番てっとり早いのが口をあけて速く

呼吸するこ とです。 体内の熱を呼気とともに外に，＇：！：＇，

し、冷えた外気を吸いこむというやり方です。イヌ

が暑い時に口を聞けてハ yハ yとあえいでいるのは

その一例です。また排尿や排便も効果は少ないにし

ても熱を外に出す方法です。寒いH寺にオシ γ コをし

F
O
 

ロを大きく開けてあえぐオオカミ

た後でブル

γ と震える

ことカずある

と思います

が、熱が逃

げたために

急に寒さを

覚えた反射

ではないで

しょうか。

もう 1つ

は体内の熱

い胤を空気

にふれてい

る皮ふをと

おして冷やすというもので、第 1の方法が直接的な

のに比べると 、間接的な方法ともいえるでしょう。

このためには、皮ふが薄いこと、そしてそこには血

管がた くさん分布していることが必嬰粂件で、これ

にあてはまる鵠官が実は耳なのです。耳は物音を聴

くためだけにあると考えられがちですが、ラジエータ

ーのように熱を放出していることも忘れではならな

い役割です。ゾウやウサギのような大きな耳ではこ

の役割がずい分大きいといえまし ょう。

一一~

J 

熱の放散を助けます。寒い時には体をちぢめ、暑い

H寺にはグッタリと f本を捗5たえるのは、 flドカず自宮~にj且

度に対応、しているのです。

百 ｜で 3つめの涼しい場所を選ぶ方法ですが簡単

じ？」な避暑法としては日蔭に入る、水の中に入る、

風とおしのよいところへ行 く、などがあります。事

実、動物閣では暑い昼間は日蔭に入って昼寝をして

いる動物がほとんどで、す。その日蔭を作るために植

。
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ι 
水浴びの大好きなコリラ

クーラ のきいた部屋ですごしたいのは人間誰し

も同じ思いでしょうが、 これでは｛卒の調子が悪くな

ってしま います。やはり夏は汁二をかき、プールに遊

びに行き 、木蔭で昼寝をする、そして皮下脂肪をお・

とし頭を短く 刈りつめれば、きっとこの夏は暑さに負

けないですごせるでしょ う。

（飼育課：宮下 実）

- 7 -



マレーシスタマンネガラ国立公園の野生動物
§ はじめに

6月 3日、大阪空港から約5時間をかけ、 一路 シ

ンガポールに向い、さ らに約 1時間をかけクアラル

ンプールに到着し ました。 日本の各地からこの旅に

参加した 9名は、H本 を出発する時から心ははやタ

マ ンネガラ国立公園にとび、現地でどのような動物

達に出合えるのか、又、動物が答戒して姿を現わさ

ないのではないかなど、と期待と不安を抱いての機

中でした。

§ サイチョウ出現

今回の皆なの第ーの目的は絶滅寸前にあるマ レー

パクを自分達の目で観察できるかどうかです。

6月4目、朝 5時にクアラルンプールをパスで出

発し、 4時間をかけクアラテンベリンのポート乗り

場に到着しました。テンベリン川を下 り、最初 に出

会った動ヰ勿はスイギュウでした。 ガイドの話ではIll

端に住んでいる人々のスイギュウで、半聖子生化して

いるそうです。川岸や中iH！に放牧しであり、柵はな

く、おもしろいことに、自分の牛がもし他人の放牧地

の牛の群れに入ったら、その牛は放牧地の持 ち主の

F斤有中均になるそうです。

ボ トで移動している間もスイギュウはあちこち

に見られましたが、突然川岸の密林の中から「ノfサ、

パサ、パサ」と羽ばたく大きな音が聞こえました。

その方角に目をやると、そ こにはクチパシの上に大

きな突起を持ち、尾羽の黒白の模様が特徴的なサイ

チョウが40～50m離れた木の枝 を右から左へ、左か

ら右へ、と大変優雅に飛び回っていました。

§ 国立公園到着

約 3時間半のボー トによる移動で、やっとタマン

タマンネガラ国立公園管理事務所前にて

ネガラ国立公園のクアラタハンに到着Lました。公

園管理事務所で公園滞在手続きを行った後、 一息い

れる間もなく、ボー トで10分程度の上流にある洞窟

を探検しに出かけました。 ジャングル内を約30分か

け高い温度とヒルに悩まされながら、やっと洞窟に

たどりつきました。洞窟の入口はやや大きく、中に

入るとヒト 1人が通れる位の大きさで、さらにその

奥には広い場所がありました。洞窟内には異一様なに

おいがたちこめ、懐中電灯で照らすとコウモリが数

百～数千匹飛び回った り、 天井にぶら下ったりして

いました。この様な場所が洞窟内に 3ヶ所ありまし

たから、コウモリの総数は数千～数万近くいたと思

います。探検から帰る途中、 「ク オークォクォクォ

クオ」というフクロテナガザルの鳴き声が聞えまし

たが、どちらの方向からかは判りませんでした。

タマン不ガラ国立公園は面相4343knfで、東海岸北

部iσ〉ケ ラタンハ｜、 卜レンガヌナH、ノfノ、ン）＋10)3州、｜に

またがる里子生動物遠の玄庫です。ク アラトレンガン、

クア ラ卜夕、クアラケンヤムには長期滞在用のロ y

ジがあり、その内のクアラ トレンガ、ンに私達は滞在

しました。

6月 5目、朝食後、国立公園管理事務所の副所長

アズハン氏からタマンネガラ国立公園と野生動物の

保護について説明を聞きました。 まず最初に公箇内

の教育活動で‘すが、年間ここを訪ずれる人は 1万人

近 くで、アメ リカ人、フランス入、 ドイツ人が多く

特に夏休みには多くのマレーシアの高校生が 1～ 2

週間の里子外活動をしに来るそ うです。 そして、その

問、直接ジャングルの中に入り、 指導員から縞物や

動物の説明を聞き、観察を行い、理解を深めてゆく

のだそうです。次いでレインジャーから里子生動物を

猟者から守る話を聞 きましたが、これらの話は今

天王寺動物園で、教育活動を行っている僕自身にと っ

てプラスになったと思います。

お二人からお話 しを伺った後、近くのI.Liを登りま

した。約 1fl寺問30分の行程では動物に出会えません

でしたが、リス類の食べた跡と忠われる木の実があ

ちこちに見られ、巨大なアリ、無数のアブ、議の実

を観察しながら山を登りました。下山後、ロ yジても

昼食をとっでいると、裏の林 が「ガサガサ」という

のでそちらに目をやるとイノシシが姿を現わしまし

た。大きさも日本にいるイノシシ位で、話によると

旅行者の残飯をあさりにくるということでした。

昼食後荷物をまとめ、第 2の目的地、 ジュヌ トク

ンパンのクンパン観察所に移動しました。 クンパン

観察所へはテンベリン川の泥流に流れとむ細p川 を

上って行くのですが、この111は濃い紅茶色をしてい

て、私達はティー リパ と呼ぶことにしました。到着

したクンパン観察所も林の中に立でられていました。

中はかなり広く、 2段べ y ドが4っそなえられてあ 、
り、トイレもついていて、宿泊できる観察所です。 I 
翌朝、 5時半頃なにげなく草原の中を照らすと光 ， 

る2つのものかげがありました。暗やみの中なので

はっきり と石在言忍できませんでしたが、シカみたいで、

光 るものは自のようでした。シカは雨あがりでぬれて

いる草を食べに来ていたらしく、すぐ林の中に姿を

消しました。そしてすぐ後で、 3頭のシカが現われ

ました。 2頭は成獄て；.， 1頭は子ジカのようでした。

あたりを警戒しながら、子ジカを真ん中にして、 5

～10分草を食べたり 、辺り を見渡して林の中に帰っ

て行きました。明け方まで観察を行いましたが動物

は姿を現わさず、鳥のさえずりだけが、耳に残りま

した。

その後、クンパン観察所をあとにし、最終目的の

あの野生のマレーパクが観察できるクアラ トレンガン

にあるアンジンハイド村に向いました。観察所へは

現地の人でf走歩で村から45分、とのことでしたが、

私達の足では約2時間もかかりました。山を登った

り、小！｜｜を渡ったり、岩場を歩いたりしての行程で、

- 8 -

辺りを観察し

ながら歩いて

いた時、草ムラ

の中で体長10

～15cmぐらし当

の珍らしい7

ブヤとい うト

カゲを見つけ

ました。シ‘ヤン

グルの中は里子

鳥のl鳴き声で

一杯 でした。

可~ クアラトレン， ．．．． 
ー司ガンの観察所

iも他の観察所

と同 じ林の中

に立っていま
ロッジヘエサを求めてやって来るワシ す。

観察所内での会話は厳禁で、息を殺してマ レーパク

を待 ちました。前の草原の真ん中には溜泌がつくっ

てあります。マレーパクを待っている問、観察所に

遣いであるノ ー トをZ先んでみました。 1月1日～ 6

月 5日ま で、 延べ 200人余りがここを訪れ、約2割

の人しかマレーパクを観察できなかったと舎かれて

いました。 その少なさに私たちは今日マレーパクが

見れるがどうか不安にな って きま した。

日中、 林の中で種類は不明でしたがサルの鳴き声が

ひっきりなしに｜問え、 同 じサルがそれに答えるかの

ように鳴いていました。そし て観察所の近くにあの

特徴のある嶋き方をするシロテテナガザルがやって

きましたが、双眼鏡で採したものの姿を見つけるこ

はできませんでした。私達は暑さとアリとアブと闘

いながら観察を続けま した。

§ マレーパク出現

午後5時10分「キューン」とい う金属音のような特徴

のある日鳥き声を耳にしました。マ レーパクの声です。

途端に私達は暑さもア リもアフeも忘れ全身がいっぺん

に緊張しました。その鳴き声の方を注視 しましたが、

7 レーパクは大変憶病で、 f中キその姿を現わさず、

2、 3回l鳴いたと思うと、少しのH寺間鳴くのをやめ、

また 2、 3回鳴くといった事を繰り返しています。

私達はマレーパクが近くに来ていることを確信し、

誰一人コト ＇）とも音をたてないといった緊張ぷりで

した。そ れから待つこと2時間10分、 ついに幻の野

生のマ レーパクが姿を現わしま した。H寺刻は午後7

時20分でした。私は興奮のあま り体中に鳥肌がでて、

体がこきざみにブルブル震えているのが分かりま し

たが、どうする ことも出来ず自の前のマレーパクを

H食い入るように見つめました。まだ外は薄明るく、

頭から背中あたりまで黒く、際のあたりは白く 、尻

にかけて又黒いその特徴的な模様がはっき り見えま

した。一点のよごれもなく大変きれいな体でした。

約 5分程度水飲み場をウロウロし、＊を飲み、再

び林の中に姿を消しました。私達は興奮して今兄た

7 レーパクについて話し合っていま した。ところが

続いて 7時四分 2度目のマレーパクが姿を見せまし

た。 1度目とは個体が違うようです。5分間水を

飲んでいま したが、そのH寺丁度こちらに顔を向けて

いたので、鼻を真直ぐ伸ばす械子がはっきり観察で

きました。 さらに、 711寺49分、 811寺3分、 B時 5分

と短いが32分間の問になんと5度もマレーパクを観察

できたのです。飢察ノートにも、 1日の内せいぜい

4回見れたらいいブJで、ほとんどの人が「今日は、

マレーパクはその姿を見せなか った。」と記入してお

り、私達は何 とき詳述なんだろうと思いました。 さっ

きから出て来たマレーパクは交互に水を飲みに；J~ て

来たものだと忠われます。

6度目は午後 9時36分から1011寺までの24分間で、

林の中から出て来て、前足を折るような格好で、＊

辺の草を食べていた様子でした。主主を食べ終ると水

辺に尻を近づけ糞をしているように見えました。 そ

して、これは私の推測ですが、異常に腹部が大きかっ

クアラ トレンガン観察所内

たので、この｛閏f本はメスで~（fb張中ではないかと思 っ

ています。

最後の 7度 目は午後11時55分で右の林から左の林

に走り抜けて行きました。そしてこの7度 目の個体を

最後にマレーパクは、二度と私達の目の前には姿を

現わしませんでした。そ れでも私は興資さめやらず

懐中電灯で閣の中を真夜中まで照し続け、 マ レーパ

クの安を求めました。そして外 に出て、夜空を仰ぐ

とあの南十字星が輝 き、その美しさは私の自に焼 き

付いています。翌朝 4時、クアラ トレンガンの観察

所 を出発しました。あたりは真暗で動物も烏もまだ

眠 っていて、閣の中には、虫達の音楽だけが奏でら

れていました。前日とは遠い議もが目的を達成 した

という満足感からか、周囲の景色をみる余裕がでで

きました。かなり以前のゾウの糞、 ゾウが通りなぎ

倒された木の跡とか、 小川には昨日な かったパッフ

7ローとかスイギュウの糞などもみつけることが出

来ました。

帰りは約1時間半でアンジンハイ ド村に到着し村

で汗を洗い流し、その足で船に乗り込みました。そ

してテンベリン川を上り帰途につきました。

§ 終りに

今度の旅の途中、人ら しい人にはほとんど出会う

事 もなく、人間の手が全く 加 えられていない自然の

中 を旅する、まさしくワイルドライフの生活でした。

しかし、機会があればも う一度マレーパクの姿を追

ってみたいと考えます。 （飼育諜．土谷正道）
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動物園ニュース
§ ワライカワセミの巣立ち

5月10LIにふ化したワライカワセミのヒナはJ順調

に成育し、 6月13日の朝巣立ちしました。巣立ちし

たヒナは、たいへん成長が単く親鳥とほとんど同じ

大きさまでは長しており 、全身の色がわずかにくす

んでいること、尾羽が少し短いこと、 下l慌の色が黒

いことなどで区別できるだけでした。かわいいヒナ

隣国－~~~：：·i象してい

ただけに

少々期待

はすごれと

～、勺たと

品 盟国圃...ころです
1 • .:1 ... 圃 E 一一一一三二二二 が、順調

に成育してくれることはうれしいことです。

また、 fJl.烏は巣立ち後の 6月16口、 18目、 21日に

再び産卵し、抱卵に入っていましたが、残念ながら

3 ~~ とも領時市~fl でF した。

§ オランウータン順調に成育

4月27日に誕生したオランウータンのオスの赤ち

ゃんは順調に成育しています。生後50日目の 6月16

日に頭の大きさや胸囲、足の長さ、大きさ、腕の長

さな どの測定を行ないましたが、すべて順調に増加

していました。 出生当初20009 であった体重も3400

g になっており、 さらに生後75日目の 7月11日には

44509 に ＼ .ー7
なりまし ・・・・・F司置 ＼~ν ／ 

た。 ・・F 〓－曹司EJで二〉
6月 2．．．．． 与， , －ー品 a」．”’E .. 

円からは . . 司監9圃’咽F’t司昆 / J 

1日30分圃ー ミ1 －・－ --
ぐらいの 圃 ＼＼  プ ’唱圃置／ ... 

日光浴も ・ λごふ 入事 - _,/ 
始めていますし、初jiきもたいへん活発になってきま

した。 また視力も出てきたようで、 6月27日頃から

人の顔を追 うようになってきました。

， 

§ 出産

動物あれ

これ

' 出産シ
ーズンは

まだまだ

手先いてい

－ー ます。今

年 3頭目のカリフォルニアアシカのメスの赤ちゃん

が6月19日に生まれ順調に成育しています。

6月24日にはフサオマキザルのす、ちゃんが生まれ

現在の飼育動物数
(1986年 6月30日現在）

II甫乳類 13目 110極 435点

鳥類 20目 180樋 605点

拠 虫類 3目 33種 62点

計 36目 323極 1.02点

11 

ました。出1濯をひかえ予備室で隔離飼育していたも

のです。母親はHド年12月に福岡県の海の中道海浜公

園から来園したものです。

J号F這』

£靖 2・h
一文子ば宝室、＇~ 量

また、

6月25l:l 

リュウキ

ェウイノ

シシカヘ

5 jJJ'i （オ

ス］、メ

ス 4）生

まれまし

た。母親は今回で4回目の出産で、

たちは元気に成長しています。

かわいいうり1方

§ シ斗パシコウの個体議別

本年度のシュパシコウの営巣は11巣にみられ、4月

下旬からふ化が始まり、 8巣で21羽のヒナがふ化 し

10羽が成育しました。10羽の成育は過去最高の記録

です。そこで、 6月241:lに個体識別のため、 巣台に

登り、巣立ち1jfjのヒナの足に、 個体番号の入ったア

ルミ環と観察のための色の呉ったプラスチ yクの ＇）

ング装着を行ないました。まもなくヒナたちは巣立

ちすることで、しよう。

§ ヤブツカツクリの出園

昨年ふ化成育に成功したヤブツカツクリのヒナ 2

羽を 7月 7日に埼玉県こども動物自然公園へ貸し出

しました。 3羽は今年 1月に償7兵の里子毛山動物園へ

貸し出 してお、り、昨年産のヒナ 5羽はすべて囲内の

動物園へ貸し出されました。

§ 圏内植物だより

~~＜： ’ 面画面’J
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,R 実主考動開 ，.¥ 

iガイドーとホi！ 畑ふ日泊相手店にこー.~.：. ~ 
大阪市天王寺動物園協会~－－ーーーーーー

干543／大阪市天王寺区茶臼山町6-74ft(06)771-0201 

・貸出品目／ビデオ「動物園へ行こう」
。巻・20分 （10本常備）

．対 象／保育園、幼稚園、小学校の先生

・貸出期間／10日間

．貸出料／無料（但し、郵送料450円は必要）

．申込先／当協会まで、電話かハガキで

お申し込み下さい。

1人1回
100円

(1才ま で無料）

。， 団体割引

!l (30人以上）
... 1割引

久竹娯楽株式会社
TEL (06)541-3112 
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猫に関する古今東西の科学と文献を網 羅し，しかも平易な文章で綴っ

た猫の宝典。著者の三十余年にわたる収集研鎖の成果，ここに結実。

会学術書でありながら，推理もののように愉しく読め る猫の本
女架空の伝説は別に，描の珍しい実話400余を収載

・・・1:::1・E，唱・・2・・回明・・・
第一章猫の歴史 第二章猫股伝説

欧州l;i'.古代エジプト，日本は宇多天皇から近1止まで 老舗化けてさまざまな怪興をなす

第三章猫の報思談 第四章野性猫の存在

蛇を日交んだり．金を運んだりする 裏日本の山1i~i，由If.I島の山姉．診陵烏の備の渡米など
第五章猫の奇話（上） 第六章猫の奇話（中）

長命，多！芯 三毛f苗などの形態の奇話 長距離の帰家記録や鼠を育てるなど不思議な行動

第七章猫の奇話（下） 第八章益獣としての猫

マタタピを煽薬tする奇妙な習性など あらゆる角度から仙の生態t効用を探究

発行動物文学会：m~：；~~~~~ ：~~＊~＝~~o~ 発売側池田書店 蕗r:11~；~~~~~ 43番地

有限会社 :::I:工
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商
本社神戸市中央区中山手通3丁目11番4号

飼 育場 兵庫県小野市来住町15 1 3番地

電話（078)2218195附

たのししい動物のお話ミは、
ガイドマシン（動物説明機）で、どうぞグ

圏内、主要動物舎
30数カ所にあります

関西特機株式会社

電話 06-762-2333

1回 20円

動物園内での

お食事、ご休憩は

大阪市天王寺動物園内

中央売店

天王寺動物園内

南園売店
代表者松奇良子

大阪市天王寺区茶臼山町6-74
電話（06) 7 7 I -7 1 1 0番

圏内でのお写真は・・－

動物園協会指定写真部ヘご用命下さい／／

カラー写真キャビネ1枚 500円
撮影無料にでキャビネ1枚 をサービスさせて裁きます。

場Ji!~予約も受付しておりますのでご連絡下さい。

。随時係員が待機して

おりますのでご説明

に伺いました際は、

よろしくあ、願い致し

ます。

国際航空写真株式会社

T E L 06-856-7444 



新鮮です、きわやかでもフJレーツが入った、おしゃれなヨーク7レト。

議雪印ヨ~.：.1~
・ブルーペリー・キウイフルーツ・ストロベリー・オレンジ・カクテル

ペット大

特別” 宜主r::..，、
価格ヨι，1''1U円
（定価3,300円）※送料無料

同封の専用用紙または郵便局の振替用紙にで
お申込みください。振替口座／大阪5-98163

（株）グリーンアド・コミニティ
〒550大阪市西区西本町3ート46TEL. (06) 53ト0415

サイスAB判（25.7×21cm)

カラー160ページ・全400ページ
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